
局 部 課

3 年度

9

10

12
100% 100%

7
達成率

令和2年度 令和3年度 令和4年度

消防車両等整備（更新及び増強台
数）

当該指標を選定した理由 消防力の充実及び強化を図る際に、消防車両等の整備数がひとつの指標となるため。
目標値の設定根拠・算出方法 各車両の更新時期を元に検討

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 12 7 9
実績値

実績値 84 92
達成率 98% 103%

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和7年度 
点検年度

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

消防力の整備指針に基づく車両の整
備（消防車両配置台数)

台
目標値 86 89 91 91

当該指標を選定した理由 消防力の充実及び強化を図る際に、消防力の整備指針に基づく車両の整備がひとつの指標となるため。

目標値の設定根拠・算出方法
整備指針に基づく
（大阪狭山市との消防事務委託に伴い消防車両が増台したため、今後も整備指針に基づく車両台数を維持するも
の。）

台

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容
（目的を達成するための手
段）

※スケジュール、実施方法・手
段、事業規模・回数など

経過年数、走行距離及び災害対応能力の強化の必要性を勘案し、更新及び増強対象となる消防車両等を抽出。
庁内委員会に諮り更新及び増強車両を決定する。
【令和3年度実績】
はしご水槽付消防ポンプ自動車　1台
水槽付消防ポンプ自動車　1台
消防ポンプ自動車　1台
救急自動車　3台
軽四査察車　1台

主な支出先（委託・補助金・負担金等）

※国・府の基準より上回って
実施した内容を具体的に記載

7

7 事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

消防車両等の計画的な更新等により、消防力の充実及び強化を図る。

5

対象施設:消防施設整備
対象数:車両215台（非緊急車両含む）、消防艇１艇、小型動力ポンプ41台

対象数 単位
257

公民連携・協働事業

点検年度 令和

施策5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ (1) 自助・共助・公助のバランスのとれた防災・減災力の向上

ゴール⑾住み続けられるまちづくりを ターゲット

―

― 目標値

　 ─

令和4年度　事務事業評価シート（１）
[ 令和3年度事務事業 ]

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

―

寄与
する
KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs
未来都市

計画

施策
との
関連

有・無

事務事業名 消防車両等整備事業 事業番号 090-013

担当部署名 消防 警防 警防

Ⅰ．基本情報

有 取組 「自助」「共助」「公助」の役割分担に基づく災害対策の推進

事業の位置付け

1

堺市基本
計画
2025

施策
との
関連

有・無 戦略
取組の方向性 ①危機対応力の強化

2 関連計画

寄与
する
KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値
11.5,11.b

―

有

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

事業開始年度

6 事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠
消防組織法、消防力の整備指針、堺市消防機械器具管理整備規程

（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

台



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

令和3年度
7

241,136
34,448,000

予算R4 予算

450,119

決算 当初予算 決算 当初予算

うち
一般財源

R4

単位区　　分 令和2年度
12

631,637
52,636,417

R4

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19
　消防は、人員と消防車両等を活用して災害対応を行うため、老朽化した車両等を最新の車両等に更新することにより、機能強化が図られ、消防力
の強化に繋がる。また、今後も事業を効果的に実施することにより、災害対応能力の強化が図られ、市民の生命、身体、財産を保護することができる。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18
　消防車両の整備については災害対応能力、効率性等の観点から⾧期的な整備計画を策定しており、安定した車両の更新に繋がっている。今後も
本計画に基づき効率的かつ効果的な車両の更新等を実施する。

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位
② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等） 製作車両によって整備経費が異なるため、年度によって経費の増減がある。

R3 決算 R3 決算

① 消防車両等整備数 台

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

予算 R4 予算

R3 決算 決算R3

災害用備品購入費
R3 決算 0 0 R3 決算

役務費・公課費

R4 予算 6,190 190 R4 予算

自動車購入費
R3 決算 282,962 4,200 R3 決算

事業費

R4 予算 443,352 5,852 R4 予算

16

事
業
費
内
訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

R3 決算

R4 予算 577 577 R4 予算

R3 決算 368 368

466,519

事業費の内訳 （単位:千円）

一般財源 3,636 5,916 6,338 4,568 6,619

人件費  （ｂ） 16,200 16,400 16,400 16,400 16,400

受益者負担金(使用料、手数料等）　

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 346,190 631,637 352,838 299,730

令和4年度

Ⅲ．投入量
（単位:千円）

事業費  (a)

50,000 51,762 50,000

市債 232,700 546,800 280,100 227,000 393,500

決算

329,990 615,237 336,438 283,330

その他

府支出金　 93,65413

項　　　目
令和元年度 令和2年度 令和3年度

事務事業名

62,521財
源
内
訳

国支出金

消防車両等整備事業 事業番号 090-013

令和4年度　事務事業評価シート（２）


